
印
度
學
佛
教
學
研
究
第
四
十
五
巻
第
二
号

平
成
九
年
三
月

一
四
二

弘
法
大
師
の
宝
号
の
歴
史
と
そ
の
宗
教
的
意
味

日

野

西

真

定

一

平
安
時
代

弘
法
大
師
空
海
は
、
承
和
二
年

(八
三
五
)
に
高
野
山
で
入
定

さ
れ

た
。
『
二
十
五
ケ
条
御
遺
告
』
(第
十
七
)
に
、
「
心
有
ラ
ン
者

ハ
、
必
ズ

吾
ガ
名

号
ヲ
聞
イ
テ
、
恩
徳
ノ
由
ヲ
知
レ
」
と
あ

る
。
こ
れ

に
よ
ら

な
く
て
も
、
実
際
、
「名
号

(宝
号
)」
を
お
唱
え
す
る
か
、
「御
影
」
を

拝
む
か
、
大
師
を
慕
う
方
法
は
な
い
。

宝
号

は
、
大
師
入
定
後
、
弟
子
達

に
よ
り
、
何
等
か
の
形
で
唱
え
ら

れ
た
か
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
を
知
る
手
が
か
り
が
な
い
。

ω

『
拾
遺
往
生
伝
』
の
蓮
待
の
伝

文
献

に
あ
ら
わ
れ
る
宝
号
の
も

っ
と
も

古

い
事
例
は
、
『
拾
遺
往
生

伝
』
の
蓮
待
の
伝
に
認
め
ら
れ
る
。
蓮
待
は
、

承
徳
二
年

(
一
〇
九
八
)

六
月
、
往
生
の
時
が
来
る
と
、
門
弟
ら
に
輿
で
送
ら
れ
大
門
か
ら
結
界

外
の
山
中
に
入

っ
た
。
樹
下
で
西
方

に
向

い
、
定
印
を
結
び
、
「南
無

三
身
即

一
阿
弥
陀
如
来

・
南
無
大
慈
大
悲
観
自
在
菩
薩

・
南
無
弘
法
大

師
遍
照
金
剛
」
と
唱
え
、
入
滅
し
て
い
る
。

む

ご
う

そ
の
翌
日
の
明
け
方
、
門
弟
の

一
人
に
夢
告
が
あ

っ
て
、
蓮
待
は
、

金
剛
界
曼
茶
羅
の
西
方
因
菩
薩
の
も
と
に
往
生
出
来
た
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
と
あ
る
。
西
方
浄
土
と
い
っ
て
も
、
密

教
的
な
も
の
で
あ
る
。

『高
野
山
秘
記
』
に
よ
る
と
、
大
門
の
外
側

に
阿
弥
陀
が
峯
が
あ
り
、

「
此
ノ
峯

二
依
リ
、
人
多
ク
往
生
ヲ
得
」
と

あ

る
。
平
安
時
代
後
か
ら

鎌
倉
時
代
に
か
け
て
は
、
ま
だ
こ
の
山
に
入

っ
て
往
生
す
る
人
が
多
く

い
た
。
蓮
待
も
そ
の
中
の

一
人
で
あ

っ
た
。

『
高
野
山
往
生
伝
』
(仏
教
全
書
本
)
に
よ
る
と
、

こ
の
時
、
蓮
待
は
、

「
南
無
三
身
即

一
阿
弥
陀
如
来

・
南
無
弘
法
大

師
遍
照
金
剛

菩

薩
」
と

唱
え
た
と
あ
り
、
観
音
菩
薩
の
が
落
ち
て
い
る
。
書
写
の
間
に
書
落
さ

れ
た
か
、
ま
た
は
高
野
山
で
は
こ
う
唱
え
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
か
ら
分
る
こ
と
は
、
①
大
師
は
信
仰

上
で
は

「菩
薩
位
」
に
お

ら
れ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
②
阿
弥
陀
如

来
と
脇
士
の
三
尊
は
、
弥

陀

・
観
音

・
勢
至

で
あ

る
。

こ
の
場
合
、

両
菩
薩
は
、

弥
陀
に
従

っ

て
、
死
者
の
極
楽
往
生
を
助
け
る
役
に
あ
る
。
こ
の
勢
至
に
大
師
が
代

え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
大
師
自
身
が
こ
の
役
を
行
う
立
場
に
あ
る
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弘
法
大
師

の
宝
号

の
歴
史

と
そ

の
宗
教
的
意
味

(
日
野

西
)

一
四
三

こ
と
を
示
す
。

『高
野
山
往
生
伝
』
で
は
、
弥
陀
と
大
師
が

一
セ
ツ
卜

に
な
り
、
大

師
が
弥

陀
を
菩
薩
位
に
あ

っ
て
助
け
る
役
を
勤
め
る
と
解
釈
さ
れ
る
。

こ
の
時
代
に
は
、
貴
族
は
阿
弥
陀
如
来
、
庶
民
は
地
蔵
菩
薩
を
信
じ

る
者
が
多
か

っ
た
。
地
蔵
菩
薩
に
は
浄
土
は
な
い
。
こ
の
尊
は
、
人

々

を
阿
弥
陀
の
浄
土
へ
往
生
す
る
の
を
助
け
る
役

を
勤

め

て

い
る
。
ま

た
、
各
往
生
伝
を
み
る
と
、
法
華
経
と
弥
陀
と
の
組
合
せ
も
多
い
。
実

例
を
示
す
と
、
『
拾
遺
往
生
伝
』
(巻
中
)
に
、「
肥
後
ノ
国

一二

人
有
リ
、

其
ノ
姓
名
ヲ
失
ウ
」
と

い
う

人
が

あ

っ
た
。
入
道
し

「法
華
を
受
持

シ
、
正
念
念
仏
シ
、
極
楽

二
生

レ
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
あ
る
。
書
は
法
華

経
の
読
諦
、
夜
は
念
仏
の
行
を
す
る
人
も
多
く
あ
る
。
法
華
経
は
滅
罪

の
功
徳
が
多
く
、
こ
の
経
を
読
諦
し
、
先
ず
自
分
の
罪

・
け
が
れ
を
除

き
、
そ

の
上
で
念
仏
申
し
て
極
楽
往
生
を
願
う
の
で
あ
る
。

法
華
経
と
念
仏
、
弥
陀
と
地
蔵
の
セ
ッ
ト
は
、
と
も
に
極
楽
往
生
を

願

っ
て
の
信
仰
で
あ

っ
た
。
こ
れ
と
同
じ
ケ
ー
ス
に
大
師
宝
号
と
弥
陀

の
名
号
は
あ

っ
た
。
先
ず
大
師
を
念
じ
、
そ
の
加
護
に
よ
り
、
弥
陀
に

救
わ
れ

て
そ
の
浄
土
に
往
生
出
来
る
と
人
々
は
信
じ
た
の
で
あ
る
。

②

覚
鍵
の

「弘
法
大
師
講
式
」

こ
の
中
に
、
二
点
注
目
さ
れ
る
記
述
が
あ
る
。
そ
の

一
つ
は
、
大
師

に
対
し
、
「
目
々
ノ
影
向

ヲ
閾
ガ
サ
ズ
シ
テ
、
処
々
ノ
遺
跡
ヲ
捻
知

ス
」

と
い
う
文
句

で
あ

る
。
こ
れ
は
、
正
和
二
年

(
二
一二

三
)
の

『御
宇

多
院
御
幸
記
』
に
も
み
え
、
現
在
大
門
正
面
の
聯
に
も
か
か
げ
ら
れ
て

は
く
ろ
く

あ
る
。
法
性
寺
博
陸
殿
下

(藤
原
忠
通
<
一
〇
九
七
-

一
一
六
四
>)
に
よ
り

書
か
れ
た
の
が
、
そ
の
は
ー・レ
ま
り
だ
と

い
う

(『高
野
山
御
幸
御
出
記
』)。

こ
れ
に
は
、
大
師
は
御
廟
に
入
定
し
て
そ

こ
に
留
ま
り
、
念
じ
る
人

々
を
救
け
る
と
と
も
に
、

一
方
で
は
こ
こ
を
出
て
処
々
を
巡
り
、
人
を

救
う
と
い
う
信
仰
が
認
め
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
大
師
信
仰
は
、
祖
霊
ま

た
は
神
と
同
じ
性
格
の
も
の
だ
と
信
じ
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
信
仰
自
身

が
、
こ
の
民
俗
信
仰
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
大
師
の

「同
行

二
人
」
の
信
仰
も
、
こ
こ
か
ら
生
れ
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
「南
無
帰
命
頂
礼
如
来
舎
利
本
地
法

身
法
界
塔
婆
、

南
無

高

祖
大
師
遍
照
金
剛
入
定
留
身
舎
利
」
と
あ
る
。
前
者
は
釈
迦
如
来
に
対

す
る
唱
号
、
後
者
は
大
師
の
宝
号
と
と
れ
る
。
こ
の
二
つ
を

「
舎
利
」

で
統

一
し
て

い
る
。
文
中
に
、
「
舎
利

ハ
コ
レ
菩
提
実
義
ノ
大
日
、
大

師

ハ
マ
タ
成
仏
迦
　

ノ
尊
体
ナ
リ
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
釈
尊
も
大
師

も
大
日
如
来
の
現
れ
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
覚
鍵
の
密
教
の
立
場
か

ら
み
た
解
釈
で
あ
る
が
、
大
師
は
如
来
の
位

に
あ
る
と
み
ら
れ
、
前
か

ら
格
は
上

っ
た
立
場
に
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る
。

二

鎌
倉
時
代

ω

念

阿
弥

陀
仏

所

有

の
弥

陀

・
大

師

の
綾

織
像

平

成

七
年

(
一
九
九
五
)
、

高

野

山

霊

宝

館

で
、

綾

織

の
阿

弥

陀

如

来

(
立
像
、

た
て
四
十
八

セ
ン
チ
、

は
ば
二
十
六

・
四

セ

ン
チ
)
と

弘

法

大

師

像

(
坐
像

・
た
て
四
十

一
・
五

セ
ン
チ
、

は
ば
二
十
六

・
五

セ

ン

チ
)

が

、

二竹
筒
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弘
法
大
師
の
宝
号
の
歴
史
と
そ
の
宗
教
的
意
味

(日
野
西
)

一
四
四

(長
さ
約
二
十
五
セ
ン
チ
、
径
四
セ
ン
チ
)
に
納
め
ら
れ
て
い
る
の
が
発
見

さ
れ
た
。
と
も
に
紺
地
に
、
如
来
は
黄
色
、
大
師
は
白

・
茶
色
の
糸
で

織
ら
れ
て
い
る
。
別
に
明
王
像

の
も

一
つ
あ

っ
た
と
聞
く
。
携
帯
用
の

も
の
と
思
わ
れ
る
。

弘
法
大
師
絵
像
の
裏
面

か
ら
、
「
南
無
大
師
明
神

文
永
六
年
五
月

五
日

念
阿
弥
陀
仏

勧
進
聖
人
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
文
永
六
年

(
二
一
六
九
)
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
で
あ
る
。
念
阿
弥
陀
仏
と
い
う
阿
弥

号
の
勧
進
聖
が
持
ち
歩
い
た
も
の
で
あ
る
。
高
野
聖
か
と
思
え
る
。

こ
の

「南
無
大
師
明
神
」
と
い
う
宝
号
が
問
題
で
あ
る
。
こ
の
点
関

連
づ
け
ら
れ
る
の
が
、
「
問
答
講
本
尊
」
と
呼
ば
れ
る
軸

で
あ
る
。
正

り
う

ぎ

応
四
年

(
一
二
九
一
)
に
山
麓
天
野
で
は
じ
め
ら
れ
た
稚
児
竪
義
の
本
尊

だ
と
云

わ
れ

る
。
そ
の
図
容
は
、
女
体

(丹
生
明
神
)
・
男
体

(高
野
明

じ
ん

神
)
・
法
体

(弘
法
大
師
)
で
、
山
岳
修
験

で

は

「
三
神
三
容
」
と
呼
ば

れ
る
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。
弘
法
大
師
も
神
の

一
員
と
な

っ
て
い
る
。

…鎌
倉
時
代
中
期
以
後
か
ら
は
、
弘
法
大
師
は
神
的
存
在
と
し
て
信
じ

ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
民
衆
の
中
に
そ
の
信
仰
は
定
着
し
、
今
に
及

ん
で
い
る
。
そ
の
諸
願
を
か
な
え
て
下
さ
る
存
在
と
な

っ
て
い
る
。

も
う

一
体
の
弥
陀
像
は
、
こ
の
他
に
明
神
像
も
あ

っ
た
こ
と
を
考
え

合
す
と
、
念
阿
弥
個
人
の
信
仰
対
象
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
大
師
宝

号
は
、
単
独
で
歩
き
は
じ
め
て
い
る
。

②

『
掌
中
紗
』
(後
夜
)
の
奥
書

『
掌
中
紗
』
は
、
亮
禅

(
二
一五
六
i

二
二
四
一
)
が
撰
し
た
。
「後
夜
」

に
ん
じ
よ
う

の
奥
書
に
、
「
嘉
元
四
季
之
暦
、
暮
春
中
旬
之
候

ハ
人
定

(人
の
寝
し
づ

ま
っ
た
頃
)、
燈
下

二
冷
テ
之
レ
ヲ
記

シ
畢

ル
、
南
無
遍
照
金
剛

照
知

シ
給

へ
、

金
剛
資
亮
禅
」
(原
文
漢
文
)
と
あ

る
。
嘉
元
四
年

(
二
二
0

六
)
は
鎌
倉
時
代
後
期
に
当
る
。

こ
れ
を
書
き
終

っ
た
時
、

亮
禅
は
、

「南
無
遍
照
金
剛
」
と
宝
号
を
唱
え
、
そ
の
加
護
を
祈

っ
て
い
る
。

亮
禅
は
、
東
寺
宝
菩
提
院
の
開
祖
で
あ
る
。
こ
の
点
を
考
え
る
と
、

鎌
倉
時
代
の
後
期
、
こ
の
宝
号
は
東
寺
を
中
心
に
し
て
弘
ま

っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
も

っ
と
も
、
こ
の
関
係
の
資
料
は
さ
ら
に
集
め
て
研

究
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
断
わ

っ
て
お
く
。

三

南
北
朝
時
代

ω

『
大
師
行
状
』
附
属

「匡
房
卿
申
状
」

大
師
宝
前
に

「
祈
親
燈
」
「
白
河
燈
」
と
呼
ば
れ
る
二
つ
の
消
、兄
ず

の
火
が
献
ぜ
ら
れ
た
と

い
う
伝
承
は
、
先
ず

『
三
僧
記
類
聚
』
「
高
野

物
語
」
に
出
て
く
る
。
本
書
は
、
鎌
倉
時
代

の
撰
で
あ
る
。
こ
れ
を
さ

ら
に
展
開
さ

せ

た

の
が
、

南
北
朝
時
代
成

立
の

『大
師
行
状
』
付
録

「匡
房
卿
申
状
」
(『弘
法
大
師
伝
全
集
』
第
九
)
と
、
室
町
時
代
成
立
と
考

え
ら
れ

る

『
高
野
由
来
記
』
(正
智
院
蔵
)
と

『
宗
論
平
家
物
語
』
(『伝

全
集
』
第
九
)
と
で
あ
る
。

「匡
房
卿
申
状
」
に

は
、

「南
無
帰
命
頂
礼

遍
照
金
剛
大
師
」

「南

無
帰
命
頂
礼

高
祖
大
師
遍
照
金
剛
」
と
い
う
二
つ
の
大
師
宝
号
が
出

て
来
る
。

さ
ら

に

『高
野
由
来
記
』
に
は
、
「
南
無
大
師
遍
照
金
剛
」
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弘
法

大
師

の
宝
号

の
歴
史

と
そ
の
宗
教
的
意
味

(
日
野
西
)

一
四
五

と
い
う
、
今
日
使
わ
れ
て
い
る
八
字
の
宝
号
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「高
野
物
語
」
は
、
こ
の
両
燈
は
、
「
御
影
堂
」
に
祈
親
と
白
河
上
皇

の
二
人

に
よ

っ
て
点
ぜ
ら
れ
た
と
す

る
。
そ
れ
が
、
「匡
房
卿
申
状
」

以
下
に
な
る
と
、
奥
の
院
拝
殿

(燈
櫨
堂
と
俗
称
)
に
移

っ
て
い
る
。
こ

の
点
か
ら
、
同
書

に
み
ら
れ
る
大
師
宝
号
は
、
南
北
朝
時
代
、
奥
の
院

の
僧
達

の
間
で
唱
え
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
室
町
時
代
に

な
る
と
、
八
字
の
宝
号
が
、
や
は
り
同
衆
に
よ
り
唱
え
ら
れ
る
よ
う
に

(
1

)

な

っ
で

い

る
。

四

室
町
時
代

ω

親
王
院
蔵

『十
住
心
論
』

親
王
院
蔵

『
十
住
心
論
』
は
、
文
明
十
五
年

(
一
四
八
三
)
に
、
無
量

光
院
印
融

(
一
四
三
五
-

一
五

一
九
)
に
よ

っ
て
書
写
さ
れ
た
。
第
四
巻

の
奥
書
に
、
「南
無
大
師
遍
照
金
剛

悉
地
証
明

シ
仏
子
ヲ
擁
護

シ
玉

へ
」
と
あ
る
。
印
融
は
、
晩
年
自
分
の
出
身
地
で
あ
る
関
東
地
方
に
帰

さ
ん

ね

り
、
横

浜
市
三
会
寺
に
住
し
、
こ
の
地
方
の
密
教
教
学
の
興
隆
に
つ
く

し
た
。
そ
の
人
格
は
、
人

々
に
尊
親
さ
れ
、
関
東
八
州
六
十
余
箇
所
の

談
林
所

(学
問
所
)
に
は
師
の
肖
像
が
か
か
げ

ら

れ
、
毎
年
法
要
が
営

ま
れ
る
ほ
ど
で
あ

っ
た
。

こ
の
点
か
ら
、
印
融
に
よ

っ
て
、
こ
の
八
字
宝
号
は
、
関
東
地
方
に

(
3
)

は
、
室

町
時
代
中
期
に
弘
ま
っ
て
た
と
考
え
ら
れ
る
。

②

「
珠
禅
敬
白
文
」

珠
禅
の
敬
白
文
は
、
五
来
重
先
生
が
、
元
興
寺
極
楽
坊
の
弘
法
大
師

座
像
の
胎
内
文
書

と

し
て
、
『元
興
寺
極
楽
坊
中
世
庶
民
信
仰
資
料
の

研
究
』
「
元
興
寺
極
楽
坊
弘
法
大
師
座
像
胎
内
納
入
物
」
に
紹
介

さ
れ

て
い
る
。

こ
の
像
は
、
鎌
倉
時
代
平
中
二
年

(
一
三
二
五
)
の
造
立
で
あ
る
が
、

そ
の
胎
内
に
は
、
そ
の
後
い
ろ
い
ろ
な
奉
納
物
が
収
め
ら
れ
て
あ
る
。

こ
れ
も
そ
の
中
の

一
つ
で
あ

る
。
銘
文
に
は
、
「南
無
大
師
遍
照
金
剛

ご
ん

此
ノ
値
遇
ノ
因
縁
ヲ
以
テ
、
生
々
世
々
、
御
加
持
力
ヲ
以
テ
親
近
シ
奉

リ
、
来
生

二
都
卒
天
ノ
内
院

二
生

レ

(中
略
)
、
弥
勒
慈
尊
ヲ
拝
シ
、
大

師
遍
照
金
剛
下
ノ
閻
浮

二
度
生

セ
ン
、
珠
禅
啓
白
」
と
あ
る
。

弥
勤
の
浄
土

へ
の
往
生
を
願
い
、
大
師
宝
号
を
記
し
て
い
る
。
五
来

先
生
は
、
こ
の
文
書
は
室
町
時
代
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
珠
禅
の
住

房
な
ど
分
ら
な
い
が
、
こ
の
時
代
に
、
八
字

の
宝
号
が
、

一
般
化
し
て

い
た
こ
と
の
資
料
と
な
る
。

先
生
は
、

こ
の
八
字
の
宝
号
は
、
浄
土
系

の
名
号
や
、
日
蓮
宗
の
お

題
目
に
対
抗
し
て
、
真
言
宗
の
僧
が

つ
く

っ
た
も
の
だ

と
さ

れ

て
い

る
。③

松
山
市
浄
土
寺

(第
四
+
九
番
札
所
)
厨
子
と
香

川
県

国
分
寺

(第
八
十
番
札
所
)
本
尊
の
楽
書

こ
の
二
つ
は
、
近
藤
喜
博
氏

『
四
国
遍
路
』
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

浄
土
寺
厨
子
の
羽
目
板
に
は
、
四
国
中
遍
路
同
行
五
人
の
う
ち
、
阿
州

名
東
住
人

大
永
七
年
七
月
六
日

(中
略
)、南
無
大
師
遍
照
金
剛
守
護
」
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弘
法
大
師

の
宝
号

の
歴
史
と

そ
の
宗
教
的
意
味

(
日
野
西
)

一
四
六

と
あ
る
。
厨
子
の
桁

に
は

「金
剛
峯
寺
谷
上
惣
職
善
空

大
永
八
年
五

月
四
日
」
と
あ
る
。

国
分
寺
本

尊

に
は
、
「同
行
五
人

大
永
八
年
五
月
廿
日

□
□
山

　カ
い

谷
上
院
穏
□
□
南
無
大
師
遍
照
金
剛

二
親
ノ
為
、
南
無
阿
弥
陀
仏
」

と
あ
る
。
大
永
八
年

(
一
五
三
八
)
に
、
同
行
五
人
を
谷
上
院

の
僧
が

引
卒
し
て
同
寺

に
参

っ
て
い
る
。
こ
の
僧
は
、
浄
土
寺
の
楽
書
か
ら
考

え
同

一
人
で
、
し
か
も
高
野
山
の
僧
と
考
え
ら
れ

る
。
「谷
上
院
」
は

「
谷
上
院
谷
」
の
こ
と
で
、
楽
書
は
、
結
縁
の
た
め

の
も

と
で
あ
る
。

室
町
時
代
後
期
の
大
永
七

・
八
年
の
頃
に
は
、
四
国

へ
高
野
山
の
僧

に
よ
り
、
八
字
の
宝
号
は
弘
め
ら
れ
て
い
た
。

㈲

犬
飼
山
転
法
輪
寺
の
石
碑

か
い

奈
良
県
五
条
市
の
犬
飼
山
転
法
輪
寺
は
、
「南
山
の
犬
餉
」

と

い
う

狩
人
と
弘
法
大
師
が
出
会

っ
た
ゆ
か
り
の
寺
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
同

寺
境
内

に
は
、
古
墳
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
大
師
塚
、
明
神
塚
と
い
い
、

そ

の
上
に
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
あ
る
。
そ
の
建
立
期
日
は
同
じ
で
、
大

師
塚
の
に
は
、
「
天
文
廿

一
年

南
無
大
師
遍
照
金
剛

二
月
廿

一
日
」

と
あ

る
。
天
文
二
十

一
年

(
一
五
五

一
)
に
は
、
こ
の
地
方
に
八
字
の
宝

号
が
伝
播
し
て
い
た
。

⑤

高
野
山
不
動
院
の
釣
燈
炉

不
動
院
本
堂
の
釣
燈
炉
に
、
永
禄
十
二
年

(
一
五
六
七
)
に
実
相
院
谷

快
勢
が
、
自
身
の
逆
修
の
た
め
に
奉
納
し

た
も

の
が

あ

る
。
刻
文
に

　
　

い

「南
無
大
師
遍
照
金
剛
」
と
あ
る
。

ま
と
め

大
師
宝
号
は
、
平
安
時
代
後
期
か
ら
文
献

に
現
わ
れ
る
が
、
菩
薩
位

に
あ
り
弥
陀
の
浄
土

へ
の
往
生
を
助
け
る
存
在
で
あ

っ
た
。
鎌
倉
時
代

か
ら
、
独
立
し
た
呪
と
し
、
神
的
存
在
と
し

て
、
諸
願
に
応
じ
る
こ
と

が
出
来
る
よ
う
に
な
る
。
室
町
時
代
中
期
、
高
野
山
の
印
融
ら
に
よ
り

八
字
の
宝
号
は
つ
く
ら
れ
、
同
後
期
に
は
、
四
国
な
ど
全
国
に
流
布
さ

れ

た
。

一
方
、
「南
無
遍
照
金
剛
」
の
宝
号

は
、
鎌
倉
時
代
東
寺

の
僧

達
に
よ
っ
て
は
じ
め
ら
れ
た
が
、
八
字
の
宝
号
ほ
ど
、
庶
民
に
は
弘
ま

っ
て
い
な
い
。

1

高
野
山
大
学
図
書

館
所
蔵

(真
別
所
寄
託
本
)

に
よ
る
。

2

詳

し

く

は
、
拙
論

「高

野
山

の
燈
明
信
仰

と
僧
侶

の
唱
導

活
動
」
『
説

話

と
思
想

・
社
会
』

に
あ
る
。

3

西
南
院
蔵

「
印
融
法
印
御
真
蹟
」

と
題
す

る
折
紙

の
断
片
が
あ
り
、

こ

れ
に
も
八
字

の
宝
号
が
記
さ
れ

て
い
る
。
室

町
時
代

の
も

の
で
あ

る
。

4

巽

三
郎
。
愛
甲
昇
寛
共
著

『
紀
伊

国
金
石
文
集
成
』

一
八
九
頁
。

<
キ

ー

ワ

ー
ド
>

弘

法

大

師

、

宝

号

(高
野
山
大
学
非
常
勤
講
師
)
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